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CEOメッセージ

「はたらく」に関するすべての社会課題を解決したい

　はたらく人と企業のマッチングを通じてより良い“はたらく
機会”を提供したい――これは、私たちパーソルグループが
創業時から変わらずに持ち続けている思いです。51年前、
パーソルグループの前身であるテンプスタッフ（現：パーソル
テンプスタッフ）の創業者、篠原欣子は「女性がいきいきとは
たらける世の中をつくりたい」という思いで起業し、就業先や
仕事の幅が限られていた当時の女性たちを支援してきまし
た。それから半世紀、女性の社会進出は飛躍的に進みました
が、時代の変化に伴い「はたらく」に関する社会課題はより多
様化、複雑化しています。パーソルグループが掲げる「雇用の
創造」「人々の成長」「社会貢献」という経営理念には、それら
の社会課題の解決に向けた強い意志が込められています。

　では、「はたらく」に関する社会課題はどこから生まれるのか。
私は、はたらく人と企業の偏在、またそれによるミスマッチだと
考えています。ミスマッチと一言で言っても多種多様であり、
情報のミスマッチ、時間のミスマッチ、地域のミスマッチ、スキ
ルのミスマッチ、志向のミスマッチもあります。パーソルグルー
プの事業・サービスを通じてこれらを解消することができれ
ば、“はたらくWell‐being”※が高まり、はたらき方も多様化し、
社員のエンゲージメント向上や企業のダイバーシティ推進に
もつながります。そして、企業の生産性向上や労働力不足の解
消に貢献することができます。このように、“はたらくWell-
being”の「渦」を生み出し、「はたらいて、笑おう。」の大きなムー
ブメントを起こし、一人でも多くの人が“はたらくWell-being”
を実感できる社会をつくる。パーソルグループは「“はたらく
Well-being”創造カンパニー」でありたいと考えています。

事業・サービスを通じて“はたらくWell-being”を
創造し、すべての「はたらく」が笑顔につながる
社会を実現します。

代表取締役社長 CEO 和田 孝雄

Top page
01	 Introduction
06	 1. パーソルグループの価値創造
	 	 07	 CEOメッセージ
	 	 11	 2030年に向けた価値創造ストーリー
	 	 12	 価値創造の源泉
	 	 13	 事業成長のエンジン
	 	 14	 強化すべき競争優位性
	 	 15	 マテリアリティ
	 	 19	 �“はたらくWell-being”創造カンパニー

に向けた取り組み
22	 2. 価値創造のための戦略
42	 3. 価値創造を支える基盤
72	 4. 財務・非財務データ／会社概要

07INTEGRATED REPORT 2024
CEOメッセージ

※ はたらくことを通して、その人自身が感じる幸せや満足感
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　私たちが「“はたらくWell-being”創造カンパニー」となって
実現したい社会が、グループビジョンである「はたらいて、笑お
う。」です。多くの選択肢から自分の仕事を自分で決め、自分の
キャリアを自分でつくり、内発的なモチベーションを高める。
一人ひとりが“はたらくWell-being”を実感し、すべての「はた
らく」が笑顔につながっていく。こうしたことが当たり前に行わ
れる社会をつくっていきたいと考えています。

テクノロジーの力を活用し
価値創造ゴールの実現を目指す

　パーソルグループの「はたらく人と企業をマッチングさせ
る力」は着実に高まっており、国内の人材マーケットにおいて

優位なポジションを保持しています。今後も日本やアジアの
人材マーケットは中長期的に拡大する見込みです。人材サー
ビス業界の需要はおおむね経済動向と連動するため、私た
ちはマーケットの変化に機敏に対応する力を持つ必要があ
ります。そのためにも、いったん2040年の市場の姿を予測
しバックキャストした2030年の姿、そして2030年までの山
の登り方を構想しています。
　昨年発表した「パーソルグループ中期経営計画2026」（以
下、中計2026)では、3カ年の計画とともに、2030年の価値
創造ゴールとして「人の可能性を広げることで2030年に
100万人のより良い“はたらく機会”を創出する」ことを掲げま
した。あわせて「テクノロジードリブンの人材サービス企業」へ
と進化することを、経営の方向性として定めています。

　

テクノロジーはパーソルグループの事業成長に欠かせない
エンジンのひとつであり、中計2026のテクノロジー戦略のも
と、さまざまな施策を推進しています。その中で重視しているの
は、総合人材サービス企業である私たちならではのアプローチ
や観点です。最近では、生成AIの進化が世界的な注目を集めて
いますが、AIを使いこなすことで人の可能性を広げ、企業の生
産性向上につながるサービスを開発・提供したいと考えていま
す。生成AIに代表されるテクノロジーは、あくまでもツールであ
り、人の能力を拡張させる強い味方だと考えています。私たち
は人の持つ能力の拡張による提供価値の最大化を指向し、そ
れらの領域に経営資源を投下していく考えです。
　テクノロジーの活用により、各SBUの業務効率化や、個人・
法人へ付加価値向上のみならず、最先端のテクノロジーを
使ったプロダクトやプラットフォームで新しい体験価値も提供
していきます。2019年から提供している「シェアフル」はその
好例です。「スキマバイト」や「スポットバイト」と表現されます
が、企業のニーズとはたらく人のニーズを時間単位、しかも
24時間365日自動にマッチングするデジタルプラットフォー
ム型のビジネスです。アプリのダウンロード数は、すでに累
計700万を超えています（2024年8月時点）。P.41

　テクノロジーの力でこうしたプラットフォームを生み出して
いくことで、より良い“はたらく機会”を創出し、100万人とい
う価値創造ゴールにも着実に近づいていくものと期待してい
ます。

“はたらく Well-being” とは

Well-being の領域※

Well-beingは 5つに分類されるが、
その中でCareer Well-being（“はたらくWell-being”）を重視

※ 世界最大級の世論調査企業である米国Gallup社の定義による

心身ともに健康で
不自由なく行動ができている

報酬を得られているか、
報酬に納得しているか、

資産を自己管理できている

仕事だけでなく人生も
キャリアの一部と

捉えた上で、キャリア面で
幸福を構築している

信頼でき、愛情のある
人間関係を構築している

居住地や家族、親戚、
友達、学校、職場など

コミュニティに属している

Physical
Well-being

Financial
Well-being

Career
Well-being

Social
Well-being

Community
Well-being
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社会価値、経済価値を持続的に生み出していくために
パーソルグループならではの各資本の強化・拡充を図っています。

・	グループ従業員数� 72,905人※1

・	派遣就業スタッフ数� 約126,000人※2

・	女性管理職比率� 25.6%※3

・	延べ研修参加者数（従業員）� 234,806人※4

・	テクノロジー人材数� 約1,600人※4

パーソルグループの人的資本は、社員のみならず他企業に就業する派遣スタッフも含んでいます。すべ
ての社員と派遣スタッフの “はたらくWell-being”向上を目指し、多様かつキャリアオーナーシップ溢れ
る人的資本の能力を最大化するための仕組みづくりに注力しています。また、今後の成長に欠かせない
テクノロジー人材の拡充にも取り組んでいます。

人的資本
多様かつ自律的な人材

社会・関係資本
長期にわたり蓄積した
社会的信用と顧客接点

・	転職サービス会員数� 約848万人※6

・ 取引社数 � 約50,500社※4

・ 拠点数 � 国内523拠点／海外187拠点※5

・ 認知度の高いサービスブランド

人材派遣や人材紹介のみならず受託請負、BPOなど幅広い人材サービスを通じて培った多くのはたらく
個人との接点と、5万社を超える取引先との強固な顧客基盤を社会・関係資本として構築しています。ま
た、人材派遣のテンプスタッフや人材紹介のdodaなど、国内で高い認知度を誇るサービスブランドを有
しています。

・	求人数� 約312,000件※5

 （グループの求人メディアの求人案件数）
・	�多様な人材サービスに関する知見・データ
・	�AIやデータを活用したマッチングシステム
・	グループ内シンクタンクによる調査・研究

知的資本
人材サービスに関する
事業開発力とノウハウ

時代の変化や社会の要請に応じてさまざまな人材サービスを展開し、事業領域を拡大する中で、個人・企
業のニーズを的確に捉えた事業開発力・ノウハウ、そして人材に関する膨大なデータを知的資本として
蓄積してきました。さらに現在はテクノロジーに関する知見を積み上げ、さらなる知的資本の増強に取り
組んでいます。

財務資本
健全かつ安定した
財務基盤

・	自己資本　� 　　　　192,349百万円※7

・	自己資本比率� 37.1%※8

・	格付け� A+（安定的）※9

	 日本格付研究所（JCR）

強固な財務基盤を確保しつつ、継続的な利益成長によって財務資本のさらなる強化に取り組んでいま
す。現在はパーソル中期経営計画2026のもと、成長投資と株主還元を両立するキャッシュ・アロケーショ
ンを通じて、中長期的なキャッシュフロー創出力を高めることを目指しています。

※1 臨時雇用者含む（2024年3月末時点）　※2 国内（2023年12月1日時点） 　※3 2023年4月1日時点　※4 2023年度実績　※5 2024年2月時点　※6 2024年1月末時点　※7 親会社の所有者に帰属する持分　
※8 親会社所有者帰属持分比率　※9 2024年6月時点
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事業成長のエンジン

各事業をより力強く成長させるためのエンジンとして
「人的資本」「テクノロジー」「ラーニング」の3つを位置づけ、グループ全体で取り組みを進めています。

パーソルグループの最大の財産かつ価値創造の源
泉は、社員と派遣スタッフからなる人的資本です。社
員に対しては、キャリアオーナーシップ支援や健康増
進、定着率向上に向けた人事制度改定などの施策を
展開しています。これらを通じて社員のエンゲージ
メントが向上することで組織・仕事への貢献意欲が
高まり、生産性や顧客満足度の向上につなげていま
す。また、派遣スタッフのWell-being向上施策とし
て、派遣スタッフの自分らしいはたらき方に応える仕
事の紹介と就業後の支援、教育コンテンツ拡充や研
修によるスキル向上、キャリア開発支援などを実施
し、顧客への提供価値向上を促進しています。

人的資本

2023 年度の取り組み

経営の方向性として掲げた「テクノロジードリブンの
人材サービス企業」のもと、事業成長を加速させるた
めにテクノロジー活用を推進しています。テクノロ
ジー活用の方向性は大きく2つあり、ひとつは最先端
テクノロジーを駆使した新規プロダクト・プラット
フォームの探索・強化により、非連続な事業成長を目
指しています。もうひとつは、既存事業でテクノロ
ジー活用による業務効率化を推進し、生産性や収益
性の向上に努めています。また、グループ横断で知
見を集約し、テクノロジー活用を推進するための専
門組織として、パーソルホールディングスにCoE
（Center of Excellence）を創設しました。

テクノロジー

・ �・ �短時間・短期間にはたらきたい個人と、人材を確保
したい企業を自動でマッチングするデジタルプラッ
トフォーム「シェアフル」の積極拡大

・ �・ �仕事探しや担当者への連絡、勤怠連絡など幅広く
サポートする派遣スタッフ向けアプリの展開

・ �・ �転職サービスにおけるマッチングの最適化に向け
た生成AI活用機能の搭載

・ �・ �生成AIを活用した社内Chat GPTやCopilot for 
Microsoft365の展開

2023 年度の取り組み

“はたらく”に密接につながるラーニングを各事業に
実装し、はたらく個人の知識・スキル習得を通じて事
業成長を後押しします。たとえば、派遣スタッフに対
してキャリア形成に役立つラーニングを提供するこ
とで、個人の市場価値や請求単価を高めます。また、
市場全体で不足しているテクノロジー人材を育成す
ることでIT事業領域を強化し、事業成長と収益性向
上の両立を図ります。さらに、転職潜在層を含む個人
を対象に、リスキリングやキャリア実現に向けたラー
ニングを提案し、転職に至る一連のサービスを展開
します。これにより、個人と企業のより良いマッチン
グを実現し、収益拡大を目指します。

ラーニング

・ �・ �事務派遣や技術者派遣のスタッフ向け教育・研修
コンテンツや研修施設の拡充

・ �・ �転職潜在層に向けて、学習コンテンツの開発・実
装、ワークショップ、キャリア相談を行うサービス
「MIRAIZ」の展開
・ �・ �テクノロジー人材について重視する育成スキル分
野を定義し、短期間での習熟を可能とするための
取り組みや育成プログラムを実施

2023 年度の取り組み
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・ �・ �女性活躍推進に優れた企業として令和5年度「なで
しこ銘柄」※に初選定

・ �・ �キャリアオーナーシップ支援を目的としたスカウト
制度やタレントマネジメントの開始

・ �・ �BPO SBU、Technology SBU、Career SBUにお
ける採用強化や人事制度改定などを通じた組織体
制の拡充

※ �東京証券取引所（プライム・スタンダード・グロース市場）に上場し
ている約3,900社を対象とし、パーソルグループを含む27社が選定
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創造する価値
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「人的資本戦略の概要と進捗」はP.31をご参照ください。 「テクノロジー戦略の概要と進捗」はP.33をご参照ください。
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※   �2030年度目標は今後の経営状況、経営計画の見直し・変更等に伴い、変更となる可能性があります。戦略の方向性・到達水準
を明確にするために2030年度目標を設定していますが、一部項目は不確実性が高いため検討中であり、「―」としています。

※1 �人材派遣・BPO事業は原則、年度末稼働人数（もしくは各月平均稼働人数）。紹介予定派遣事業は派遣から社員になった方
の年間累計人数。人材紹介事業は、サービス経由の就職件数の年間累計数を集計。その他（フリーランス等）は当社サービス
を通じて役務提供した人数（年間累計人数、ただし同一人物による複数案件は1とカウント）。Career SBUの求人広告事業は
推計値。対象範囲は海外含む全SBU。ベネッセi-キャリアについては、連結外ですが、事業管理の目標とするため算定対象と
します。

マテリアリティ 目指す姿 具体的な取り組み KPI 2023年度実績
(前年度実績) 前年度比 2025年度

目標
2030年度

目標 2023年度の進捗状況 目標達成に向けた今後のアクション 関連するSDGs

1

はたらく 
機会の創出

「人と組織を結ぶチカラ」「人
を集めるチカラ」「業務をデ
ザインするチカラ」を通じ
て、はたらく人の可能性を
広げ、2030年に100万人
のより良いはたらく機会を
創出する

 �人材派遣、人材紹介、アウトソー
シング領域において、より良い
“はたらく機会”を創出する

より良い
“はたらく機会”
の創出(提供・
支援)人数※1

40.2万人
(38万人) 50万人 100

万人

全体値は前年度実績を上
回ったが、事業環境や競合環
境の激化により当初の社内
計画を下回った

 �派遣の勤務継続期間延伸・再就業率向
上の推進
 �個人向け施策の最適化やプロモーショ
ン拡大
 �新事業立ち上げ、関連分野への参入な
ど（本格稼働となったシェアフル含む）
による顧客拡大

2

多様な 
はたらき方の

提供

フレキシブルなはたらき方
や雇用のあり方を提案・提
供することで、個人のニー
ズに見合うはたらき方の実
現に貢献する

 �フレキシブルなスケジュ－ルで
の勤務やリモートワーク等、時
間・場所を問わない形態での就
労機会の提供

 �副業やフリーランス形態の就労
機会の提供

多様なはたらき
方が可能になっ
た人の数※2

4.6万人
(4万人) 5万人 10万人

時短派遣就業スタッフ数は
計画値を上回った。オフィス
回帰によるリモートワーク率
低下で「場所を問わない勤
務」は数値の伸びが鈍化した

 �時短派遣は、従来の取り組みを継続
強化

 �リモートワーク勤務の法人へのはた
らきかけ

3

学びの 
機会の提供

就業、リスキリングやアップ
スキリングにつながる学び
の機会を提供することで、は
たらく人の選択肢を広げ、
個人のキャリアの可能性を
最大化する

①�派遣社員向け学びの機会の	
提供（スタッフ・エンジニア登録
者向け研修）

各教育サービス
の受講者数※3

14.7万人
(14万人) 16万人 24万人

派遣スタッフ研修受講者数
は微増。エンジニア向け研修
は、コンテンツを充実化させ
受講者数が増加した

 �研修コンテンツ拡充などの施策を通じ
て、受講人数増加を図る

②�アップスキリングやキャリア
オーナーシップ向上を目的とし
た企業研修、アップスキリング
後の人材紹介サービス

12.6万人
(8万人) 12万人 23万人

大型案件受注等に伴い、法人
向け研修・Eラーニングの受
講者数が順調に増加した

 �ユーザーインターフェース等の向上に
よる仕組み整備
 �顧客企業の仕組み構築サポートによる
受講人員増加

③�学生・社会人向けの学びの機会
の提供（出張事業、キャリア講
座、アップスキリング）

5.2万人
(4.2万人) ー ー

大学生向け、小中学生向け
キャリア教育の受講者数が
増加した

 �本格的なサービス提供が開始された
MIRAIZも取り込み、順調な増加を
図る

4

企業の 
生産性向上

生産性向上に資するサービ
スを提供することで、企業
活動の効率化、労働力不足
の解消に貢献する

 ��BPOサービスの提供
 �プロフェッショナルアウトソーシ
ングサービスの提供
 �その他アウトソーシングサービ
スの提供

「企業の生産性
向上」に関わる
サービスの売
上高※4

3,087億円
(2,700億円）

3,000
億円 ー 主要SBUによる順調な案件

獲得により大幅に増加した
 �ビジネスプロセスを変革する力の強化
による受託案件の獲得数増加
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マテリアリティのKPI
　パーソルグループは、マテリアリティについてKPI（Key Performance Indicator）を定め、中計2026の最終年度（2025年度）と2030年度の目標値を設定しています。社会
課題の解決を通じて中長期的に価値を創出し続けていくため、継続的にKPIのモニタリングを実施し、その達成状況を把握し、各マテリアリティへの取り組みを推進していきます。

マテリアリティ
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※2 対象範囲は、パーソルテンプスタッフ、パーソルクロステクノロジー、パーソルキャリア。
※3 �③-1 対象範囲は、Staffing SBU、Technology SBU。　③-2 対象範囲は、（株）パーソル総合研究所、Asia Pacific SBU。　

③-3 対象範囲は、Career SBU、Technology SBU。
※4 対象範囲は、海外含む全SBU（Career SBU除く）。

横断的に関連している
SDGs







https://www.persol-group.co.jp/sustainability/well-being/worlddata/
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相互副業の概念図
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　パーソルグループでは、将来世代を重要なステークホルダーと位置づけ、対話を強化する「FR（Future Generations Relations）活
動」を推進しています。「はたらくがワクワクする未来」に関する将来世代との対話や、小学校・中学校にキャリア教育プログラム「“はたら
く”を考えるワークショップ」を無償提供、さらには高校生の自己決定を支援するために「地域みらい留学」などを手掛ける地域・教育魅力
化プラットフォームのビジョンパートナーとして活動を支援、立教大学経営学部向けには、実践型プログラム「BLP（ビジネス・リーダー
シップ・プログラム）」にて講座を運営、将来世代のキャリア支援活動に積極的に取り組んでいます。
　本活動を通じて収集した意見や考えを経営にも取り入れ、今後の事業活動に反映するだけでなく、将来世代の皆さんが“はたらく
Well-being”を実感できる世の中になるよう貢献していきます。

企業コンソーシアム「はたらくWell-beingリーダーズ」を主宰
　「はたらいて、笑おう。」グローバル調査では、仕事への熱意ややりがいが高いことと、その人
が感じる「はたらく」の喜び・楽しみの度合や、仕事やはたらき方の選択肢が多いことと、その人
自身の未来への期待には相関性があることがわかっています。
　パーソルグループでは、誰もが自身の“はたらくWell-being”の実感を向上できる社会を創
るための企業コンソーシアム「はたらくWell-beingリーダーズ」を主宰しています。本コンソー
シアムでは、“はたらくWell-being”の実感向上が、はたらく個人の幸
せや満足感、組織や社会の豊かさの実現につながっていくという考え
のもと、業種や業界を越えて“はたらくWell-being”の実感向上を目
指す企業や団体、個人が集い、議論・実践・検証等を行い、各企業や団
体内での実装および社会に対してはたらきかけをしています。

「はたらくWell-being AWARDS by PERSOL 2024」開催
　自らのキャリアを主体的に描き、選んで行動した結果、この1年で最
も“はたらくWell-being”を体現していた方に贈るアワード、「はたらく
Well-being AWARDS 2024 by PERSOL」を開催しました。パーソ
ルグループでは、2019年より「PERSOL Work-Style AWARD～は
たらいて、笑おう。～」を開催していましたが、2022年度より、「はたら
くWell-being AWARDS」と名称を変え、“はたらくWell-being”を
体現し、その先にある笑顔を社会のチカラに変えた方を表彰すること
で、一人でも多くの方々がご自身の「はたらく幸せ」について、考えて
いただくキッカケを提供することを目的に開催しています。

企業間の副業を推進する「相互副業プロジェクト」を開始
　日本の副業市場では、企業が副業を容認する動きは強まるものの、情報セキュリティや受け
入れの仕組みなどに関する不安を背景に、副業人材を受け入れる企業が一部にとどまっている
のが実情です。そこでパーソルキャリアが2021年に発足させた企業コミュニティ「キャリア
オーナーシップとはたらく未来コンソーシアム」で「企業間での相互副業実証実験」を開始。３年
間で計28社114案件128名のマッチングを実現しました。実証実験の結果、副業人材の受け
入れによって新しい視点による事業の課題解決につながるだけでなく、送り出し側でも副業を
経験した社員の意識や行動の変化が組織の成長に寄与していることが明らかになりました。さ
らには、社内への越境機会の提供による組織エンゲージメントの向上やはたらく個人が自らの
「はたらく」に対する主体性を意識し始める効果も期待できます。
　2024年には、さらなる副業の推進に向けて相互副業を事業化、企業へ相互副業プラット
フォームの提供を開始します。副業の効果を多くの企業に広げ、個人と企業が相乗的に成長す
る社会の実現を目指します。

COLUMN

実践型プログラム「BLP（ビジネス・リーダーシップ・プログラ
ム）」でのパーソルホールディングス本社プレゼン

将来世代との積極的な対話を進める「FR（Future Generations Relations）活動」

多様な人材の確保 自社社員の成長（リスキリング）

A 社 B 社
企業間で連携

高い専門スキルを持って
副業先へ

新たな経験スキルを
取得して自社へ
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https://www.persol-group.co.jp/assets/images/corporate/governance/corporate_governance/pdf/Dialogues_with_Shareholders_and_Investors.pdf








https://www.persol-group.co.jp/assets/images/sustainability/report_HR_2024.pdf
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MSCI 日本株 ESG セレクト・リーダーズ指数 なでしこ銘柄

健康経営優良法人

DX 認定

プラチナキャリア・アワード　優秀賞

MSCI 日本株女性活躍指数（WIN）

FTSE Blossom Japan Sector Relative Index

iSTOXX MUTB Japan プラチナキャリア 150 インデックス

Morningstar Japan ex-REIT Gender Diversity Tilt Index

パーソルホールディングスは、米国のMSCI 社が各
業界において ESG（環境、社会、ガバナンス）評
価に優れた企業を選定する「MSCI 日本株 ESGセ
レクト・リーダーズ指数」の構成銘柄に初選定され
ました。

パーソルグループ※は、経済産業省と東京証券取引所が共同で女性活躍推進に
優れた上場企業を選定する令和５年度「なでしこ銘柄」に初選定されました。

パーソルホールディングスは、経済産業省と日本健康会議が共同で特に優良な
健康経営を実践している企業を顕彰する「健康経営優良法人２０２４（大規模法
人部門）」に初選定されました。

パーソルホールディングスは、経済産業省が定めるDX（デジタルトランスフォー
メーション）認定制度に基づき、「DX 認定」を取得しました。

三菱総合研究所主催の第６回「プラチナキャリア・アワード」において、パーソ
ルグループとしての取り組みが評価され、優秀賞（「主体的キャリアによる創造」
賞）を初受賞しました。

※ 調査回答範囲：�パーソルグループの国内企業のうち、パーソルホールディングス株式会社を含む
３１社が対象。

パーソルホールディングスは、各業界において性
別多様性への取り組みに優れた日本企業を選定する
「MSCI 日本株女性活躍指数（WIN）」の構成銘柄
に選定されました。

パーソルホールディングスは、各セクターにおいて相対的に ESG の対応に優
れた日本企業のパフォーマンスを反映する「FTSE Blossom Japan Sector 
Relative Index」の構成銘柄に選定されました。

パーソルホールディングスは、従業員のキャリア構築に積極的な国内企業 150
銘柄で構成される「iSTOXX MUTB Japan プラチナキャリア 150 インデック
ス」の１社として選定されました。

パ ーソルホー ルディングスは、「Morningstar Japan ex-REIT Gender 
Diversity Tilt Index」の構成銘柄に選定されました。「ジェンダー・イクオリティ・
スコア」において、５段階中最も評価の高い「グループ１」に位置します。

※ �MSCI指数へのパーソルホー
ルディングス株式会社の組
み入れ、およびMSCI のロ
ゴ、商標、サービスマーク
または指数名称の使用は、
MSCIまたは関連会社による
パーソルホールディングス株
式会社への後援、推奨、宣
伝ではありません。MSCI
指数は、MSCI の独占的財
産です。MSCIおよびMSCI
指数の名称およびロゴは、
MSCI またはその関連会社
の商標もしくはサービスマー
クです。

社外からの評価
ESGインデックスへの組み入れ サステナビリティに関する評価

その他の評価はWebサイトでご確認いただけます。
https://www.persol-group.co.jp/sustainability/evaluation/
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